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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の装置から送信されてくるトランスポートストリームを受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記トランスポートストリームを構成するトランスポー
トストリームパケットを処理する手段であって、ユーザに個別の情報である個別情報の待
ち受け状態においても通電状態となって動作し、前記トランスポートストリームパケット
に格納される前記個別情報を前記待ち受け状態中に受信した場合、前記個別情報をメモリ
に記憶させ、起動信号を出力する信号処理手段と、
　前記信号処理手段から出力された前記起動信号を受信することに応じて、または、リモ
ートコントローラが操作されることに応じて、主電源をオンにする第１の制御手段と、
　主電源がオンになったことに応じて起動し、前記起動が、前記信号処理手段により前記
個別情報が受信されたことによるものである場合、前記メモリに記憶された前記個別情報
から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、前記起動が、前記リモート
コントローラが操作されたことによるものである場合、前記メモリに個別情報が蓄積され
ているか否かを前記第１の制御手段に問い合わせ、前記メモリに個別情報が蓄積されてい
るとき、前記メモリに記憶された前記個別情報から鍵情報および契約情報を取得して他の
メモリに記憶させ、前記受信手段により受信された前記トランスポートストリームのデコ
ード処理を信号処理回路に行わせる第２の制御手段と
　を備える受信装置。
【請求項２】



(2) JP 4320920 B2 2009.8.26

10

20

30

40

50

　他の装置から送信されてくるトランスポートストリームを受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記トランスポートストリームを構成するトランスポー
トストリームパケットを処理する手段であって、ユーザに個別の情報である個別情報の待
ち受け状態においても通電状態となって動作し、前記トランスポートストリームパケット
に格納される前記個別情報を前記待ち受け状態中に受信した場合、前記個別情報をメモリ
に記憶させ、起動信号を出力する信号処理手段と、
　前記信号処理手段から出力された前記起動信号を受信することに応じて、または、リモ
ートコントローラが操作されることに応じて、主電源をオンにする第１の制御手段と、
　主電源がオンになったことに応じて起動する第２の制御手段と
　を備える受信装置の受信方法において、
　前記起動が、前記信号処理手段により前記個別情報が受信されたことによるものである
場合、前記メモリに記憶された前記個別情報から鍵情報および契約情報を取得して他のメ
モリに記憶させ、前記起動が、前記リモートコントローラが操作されたことによるもので
ある場合、前記メモリに個別情報が蓄積されているか否かを前記第１の制御手段に問い合
わせ、前記メモリに個別情報が蓄積されているとき、前記メモリに記憶された前記個別情
報から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、前記受信手段により受信
された前記トランスポートストリームのデコード処理を信号処理回路に行わせることを前
記第２の制御手段が行う
　ステップを含む受信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、受信装置および受信方法に関し、特に、待機電力を極力低減するようにした
受信装置および受信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、デジタル衛星放送が普及しつつある。デジタル衛星放送は、既存のアナログ放送に
比べて高品質の信号を伝送することが可能であるとともに、多チャンネル化が図られてい
る。このようなデジタル衛星放送では、スポーツ、映画、音楽、ニュース等の専門チャン
ネルが複数用意されており、その複数の専門チャンネルの中からユーザが契約したチャン
ネルのみが、ユーザの受信装置により受信される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、ユーザが契約したチャンネルを受信（限定受信）するためには、送信側から送
信されてくる各ユーザに個有の個別情報（EMM：Entitlement Management Message）を受
信し、予め、受信装置に記憶しておく必要がある。
【０００４】
すなわち、従来の受信装置では、アンテナで受信された電波が、高周波部で、増幅および
周波数変換され、さらに、周波数変換されたデータが、DSP（Digital Signal Processor
）で、PSK復調や誤り訂正などの必要な処理が施される。この高周波部とDSPは、通常、１
つのシールドケースに収められており、フロントエンド部と称される。そして、フロント
エンド部から出力されたトランスポートストリームは、デマルチプレクサで、オーディオ
データ、ビデオデータ、および、番組仕様情報などに分離されるるとともに、所望のEMM
が受信されたのか否かの判定が行われ、所望のものが受信されたと判定された場合、その
EMMが記憶される。
【０００５】
従って、受信装置は、いつ送信されてくるかわかならいEMMを受信するために、常に、電
源オン（通電）の状態とされ、また、そのEMMが所望のものであるのか否かを判定するた
めに、デマルチプレクサなどの回路を動作させる必要があり、待機状態においても、大き
な電力（待機電力）が消費される課題があった。
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【０００６】
そこで、例えば、特開平１１－３１７７１３号公報には、送信側で、EMMを送信する予定
時刻を記述したEMMの送信予定情報を送信するようにし、受信側で、受信したEMMの送信予
定情報を解析し、自分宛てのEMMの送信時刻を記憶することが開示されている。これによ
り、番組非視聴時には、CPU（Central Processing Unit）以外の電源をオフにすることが
でき、待機電力を最小限にすることができる。
【０００７】
しかしながら、この手法の場合、既存の送信装置に、EMMの送信予定情報を生成する機能
を追加しなければならず、コストが高くなる課題があった。
【０００８】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、低コストで、かつ容易に、待機電
力を低減することができるようにするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の受信装置は、他の装置から送信されてくるトランスポートストリームを受信す
る受信手段と、前記受信手段により受信された前記トランスポートストリームを構成する
トランスポートストリームパケットを処理する手段であって、ユーザに個別の情報である
個別情報の待ち受け状態においても通電状態となって動作し、前記トランスポートストリ
ームパケットに格納される前記個別情報を前記待ち受け状態中に受信した場合、前記個別
情報をメモリに記憶させ、起動信号を出力する信号処理手段と、前記信号処理手段から出
力された前記起動信号を受信することに応じて、または、リモートコントローラが操作さ
れることに応じて、主電源をオンにする第１の制御手段と、主電源がオンになったことに
応じて起動し、前記起動が、前記信号処理手段により前記個別情報が受信されたことによ
るものである場合、前記メモリに記憶された前記個別情報から鍵情報および契約情報を取
得して他のメモリに記憶させ、前記起動が、前記リモートコントローラが操作されたこと
によるものである場合、前記メモリに個別情報が蓄積されているか否かを前記第１の制御
手段に問い合わせ、前記メモリに個別情報が蓄積されているとき、前記メモリに記憶され
た前記個別情報から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、前記受信手
段により受信された前記トランスポートストリームのデコード処理を信号処理回路に行わ
せる第２の制御手段とを備える。
【００１２】
　本発明の受信方法は、他の装置から送信されてくるトランスポートストリームを受信す
る受信手段と、前記受信手段により受信された前記トランスポートストリームを構成する
トランスポートストリームパケットを処理する手段であって、ユーザに個別の情報である
個別情報の待ち受け状態においても通電状態となって動作し、前記トランスポートストリ
ームパケットに格納される前記個別情報を前記待ち受け状態中に受信した場合、前記個別
情報をメモリに記憶させ、起動信号を出力する信号処理手段と、前記信号処理手段から出
力された前記起動信号を受信することに応じて、または、リモートコントローラが操作さ
れることに応じて、主電源をオンにする第１の制御手段と、主電源がオンになったことに
応じて起動する第２の制御手段とを備える受信装置の受信方法において、前記起動が、前
記信号処理手段により前記個別情報が受信されたことによるものである場合、前記メモリ
に記憶された前記個別情報から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、
前記起動が、前記リモートコントローラが操作されたことによるものである場合、前記メ
モリに個別情報が蓄積されているか否かを前記第１の制御手段に問い合わせ、前記メモリ
に個別情報が蓄積されているとき、前記メモリに記憶された前記個別情報から鍵情報およ
び契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、前記受信手段により受信された前記トラン
スポートストリームのデコード処理を信号処理回路に行わせることを前記第２の制御手段
が行うステップを含む。
【００１３】
　本発明の受信装置および電源制御方法においては、第２の制御手段の起動が、信号処理
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手段により個別情報が受信されたことによるものである場合、メモリに記憶された前記個
別情報から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させることが前記第２の制
御手段により行われる。また、前記第２の制御手段の起動が、リモートコントローラが操
作されたことによるものである場合、前記メモリに個別情報が蓄積されているか否かを第
１の制御手段に問い合わせ、前記メモリに個別情報が蓄積されているとき、前記メモリに
記憶された前記個別情報から鍵情報および契約情報を取得して他のメモリに記憶させ、受
信手段により受信されたトランスポートストリームのデコード処理を信号処理回路に行わ
せることが前記第２の制御手段により行われる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明に係る受信装置の一実施の形態の構成を示すブロック図である。受信装置
は、フロントエンド部２、ヒューマンインタフェース（HI：Human Interface）マイクロ
コンピュータ３、およびバックエンド部４で構成されている。
【００１５】
アンテナ１は、図示せぬ送信装置より通信衛星を介して送信されてくるCS（Communicatio
ns Satellite）波を受信する。RF（Radio Frequency）フロントエンド部１１は、アンテ
ナ１で受信された放送信号（例えば、MPEG2（Moving Picture Experts Group 2）方式で
圧縮符号化された映像信号および音声信号）のIF（Intermediate Frequency）信号を増幅
し、さらに、周波数変換し、I/Q復調回路１２に供給する。I/Q復調回路１２は、入力され
た放送信号を直交検波し、検波されたＩ信号とＱ信号を、A/D（Analog to Digital）コン
バータ１３に供給する。A/Dコンバータ１３は、入力されたＩ信号とＱ信号をA/D変換し、
デジタルシングナルプロセッサ（DSP：Digital Signal Processor）１４に供給する。
【００１６】
メモリ１４ａを有するDSP１４は、EMM待ち受け受信状態において、入力されたデジタルデ
ータに対して、PSK（Phase－Shift Keying）復調処理やエラー訂正処理、さらにはフィル
タ処理などの所定の処理を施し、MPEGトランスポートストリーム（以下、MPEG TSと記述
する）の中から、自分宛てのMPEGトランスポートストリームパケット（以下、MPEG TSパ
ケットと記述する）が存在するのか否かを判定し、自分宛てのMPEG TSパケットがあると
判定した場合、そのMPEG TSパケットを抽出する。
【００１７】
DSP１４はまた、抽出されたMPEG TSパケットにEMMが含まれているのか否かを判定し、EMM
が含まれていると判定した場合、そのEMMをメモリ１４ａに記憶した後、HIマイクロコン
ピュータ３に制御信号（起動信号）を供給する。DSP１４は、さらに、通常受信状態にお
いて、入力されたデジタルデータに対して、PSK復調処理やエラー訂正処理などを施し、M
PEG TSを出力する。MPEG TSは、それがスクランブルされていない場合、スイッチ２１の
端子ａを介して、デマルチプレクサ２４に直接出力され、スクランブルされている場合、
一旦、デスクランブラ２２に出力される。
【００１８】
これら、RFフロントエンド部１１乃至DSP１４は、１つのシールドケースに収められてお
り、フロントエンド部２を構成している。
【００１９】
HIマイクロコンピュータ３は、DSP１４からの制御信号（起動信号）、ユーザにより図示
せぬ赤外線リモートコマンダ（以下、赤外線リモコンと記述する）が操作されることによ
り送信されてくる赤外線コマンド、または、ユーザによりフロントパネルスイッチが操作
されることにより発せられる起動信号に基づいて、バックエンド部４の本体の電源スイッ
チ（主電源）をオンにする。HIマイクロコンピュータ３はまた、メインマイクロコンピュ
ータ２３に対して、フロントエンド部２からの制御信号であるのか、または、それ以外の
制御信号（ユーザからの指令）であるのか否かを通知する。
【００２０】
スイッチ２１は、メインマイクロコンピュータ２３の制御に基づいて、スクランブルされ
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ていないMPEG TSパケット（EMM，ECM（Entitlement Control Message）、番組仕様情報、
番組表データなどのパケット）をデマルチプレクサ２４に供給するとき、端子ａを選択す
るように切り替えられ、デスクランブラ２２でデスクランブルされたMPEG TSパケット（
ビデオパケットやオーディオパケット）をデマルチプレクサ２４に供給するとき、端子ｂ
を選択するように切り替えられる。
【００２１】
デマルチプレクサ２４は、スイッチ２１を介して、DSP１４またはデスクランブラ２２か
ら供給されるMPEG TSをデマルチプレクス処理し、ビデオデータをビデオデコーダ２５に
、オーディオデータをオーディオでコーダ２７に、EMM，ECM、番組仕様情報データ、番組
表データなどをメインマイクロコンピュータ２３に、それぞれ供給する。
【００２２】
メインマイクロコンピュータ２３は、EMMを、内蔵するメモリに記憶されている自分自身
の個別鍵で復号し、ワーク鍵と契約情報を抽出するとともに、そのワーク鍵を用いてECM
を復号し、契約情報とスクランブル鍵を抽出する。デスクランブラ２２は、そのスクラン
ブル鍵を用いて、DSP１４から供給されるMPEG TSのビデオデータとオーディオデータをデ
スクランブルし、スイッチ２１の端子ｂを介してデマルチプレクサ２４に出力する。
【００２３】
メインマイクロコンピュータ２３はまた、HIマイクロコンピュータ３の制御に基づいて、
バックエンド部４のスイッチ２１、デスクランブラ２２、デマルチプレクサ２４、ビデオ
デコーダ２５、オンスクリーンディスプレイ（OSD：On Screen Display）回路２６、およ
び、オーディオデコーダ２７を、それぞれ制御する。
【００２４】
ビデオデコーダ２５は、メインマイクロコンピュータ２３の制御に基づいて、デマルチプ
レクサ２４より供給されるビデオデータをデコード処理し、オンスクリーンディスプレイ
回路２６に出力する。オンスクリーンディスプレイ回路２６は、メインマイクロコンピュ
ータ２３の制御に基づいて、番組表データなどの情報を対応する画像データに変換し、ビ
デオデコーダ２５から供給される画像データに重畳して、得られたビデオ信号をモニタ（
図示せず）に出力する。オーディオデコーダ２７は、メインマイクロコンピュータ２３の
制御に基づいて、デマルチプレクサ２４より供給されるオーディオデータをデコード処理
して、得られたオーディオ信号をスピーカ（図示せず）に出力する。
【００２５】
これらのスイッチ２１乃至オーディオデコーダ２７は、１つのシールドケースに収められ
ており、バックエンド部４を構成している。バックエンド部４は、HIマイクロコンピュー
タ３により電源が管理されており、ユーザにより電源オンが指令されたとき、または、待
機状態において、DSP１４で所望のEMMが抽出されたとき、その電源スイッチがオンされる
が、それ以外は、オフの状態とされる。
【００２６】
次に、図２のフローチャートを参照して、図１に示された受信装置の待ち受け受信処理に
ついて説明する。
【００２７】
ステップＳ１において、フロントエンド部２（常に通電状態とされている）のDSP１４は
、A/Dコンバータ１３から供給されるデータをモニタし、アンテナ１でデータが受信され
たのか否かを判定する。すなわち、RFフロントエンド部１１は、アンテナ１より入力され
たIF信号を周波数変換し、I/Q復調回路１２に出力する。I/Q復調回路１２は、入力された
信号からＩ信号とＱ信号を復調し、A/Dコンバータ１３を介してDSP１４に出力する。DSP
１４は、A/Dコンバータ１３の出力から、この判定処理を行う。
【００２８】
ステップＳ１において、データが受信されていないと判定された場合、データが受信され
たと判定されるまで待機する。そして、データが受信されると、ステップＳ２に進み、DS
P１４は、入力されたデジタルデータに対して、PSK復調を行う。ステップＳ３において、
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DSP１４は、ステップＳ２の処理でPSK復調されたデジタルデータに対して、誤り訂正処理
を施す。
【００２９】
ステップＳ４において、DSP１４は、ステップＳ２，Ｓ３の処理でPSK復調および誤り訂正
処理されたデジタルデータに対して、フィルタ処理を施すことにより、自分宛てのMPEG T
Sパケットを抽出する。
【００３０】
ここで、図３を参照して、フィルタ処理について説明する。MPEG TSは、複数のTSパケッ
トTSP１乃至TSPｎで構成されている。同図に示されるように、１８８バイトからなるTSパ
ケットの先頭から４バイトは、TSパケットヘッダとされ、残りの１８４バイトはTSペイロ
ードとされる。
【００３１】
TSパケットヘッダには、１３ビットのパケットID（PID）や２ビットのTSペイロードのス
クランブルの有無（TSスクランブル制御）情報などが配置され、TSペイロードには、ビデ
オデータ、オーディオデータ、番組表、番組番号を含む共通情報（ECM）、またはEMMなど
が配置されている。DSP１４は、各TSパケットのTSパケットヘッダに配置されているPIDを
解析し、自分宛てのデータ（TSペイロード）が配置されているTSパケットだけを抽出する
（PIDフィルタ処理）。DSP１４はさらに、抽出された自分宛てのTSパケットをつなげてセ
クション単位にし、EMMが含まれているセクションだけを抽出する（セクションフィルタ
処理）。
【００３２】
図２に戻って、ステップＳ５において、DSP１４は、ステップＳ４の処理により目的のデ
ータ（EMM）が抽出されたのか否かを判定し、目的のデータが抽出されていないと判定し
た場合、ステップＳ１に戻り、上述した処理を繰り返す。そして、ステップＳ５において
、目的のデータが抽出されたと判定された場合、ステップＳ６に進み、DSP１４は、内蔵
するメモリ１４ａに、ステップＳ４の処理で抽出されたEMMを記憶する。
【００３３】
ステップＳ７において、DSP１４は、HIマイクロコンピュータ３に起動信号を送信する。H
Iマイクロコンピュータ３は、ステップＳ７の処理で送信されてきた起動信号に基づいて
、バックエンド部４（待ち受け状態のとき、電源は供給されていない）に電力を供給し、
メインマイクロコンピュータ２３を起動する。ステップＳ８において、メインマイクロコ
ンピュータ２３は、処理を開始する。
【００３４】
ここで、図４のフローチャートを参照して、メインマイクロコンピュータ２３の処理につ
いて説明する。
【００３５】
ステップＳ２１において、メインマイクロコンピュータ２３は、起動信号が受信されたの
か否かを判定し、起動信号が受信されていないと判定した場合、起動信号が受信されるま
で待機する。そして、起動信号が受信されると、ステップＳ２２に進み、メインマイクロ
コンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ３（常に通電されている）と通信し、起動
信号の送信元を問い合わせる。
【００３６】
ステップＳ２３において、メインマイクロコンピュータ２３は、ステップＳ２２の処理で
の通信結果から、フロントエンド部２からの起動であるのか否かを判定し、フロントエン
ド部２からの起動であると判定した場合、ステップＳ２４に進む。ステップＳ２４におい
て、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ３を制御し、フロント
エンド部２のDSP１４のメモリ１４ａに蓄積されているデータを読み出すように設定する
。
【００３７】
ステップＳ２５において、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ
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３を介してDSP１４を制御し、メモリ１４ａに記憶されているデータ（EMM）を読み出させ
る。ステップＳ２６において、メインマイクロコンピュータ２３は、ステップＳ２５の処
理で読み出されたEMMを個別鍵で復号し、ワーク鍵および契約情報を抽出し、内部のメモ
リに記憶させる。これにより、契約番組の放送データを受信することが可能となる。
【００３８】
ステップＳ２３において、フロントエンド部２からの起動ではないと判定された場合、ス
テップＳ２７に進み、メインマイクロコンピュータ２３は、さらに、赤外線リモコンまた
はフロントパネルスイッチからの起動であるのか否か、すなわち、ユーザにより、電源オ
ンが指令されたのか否かを判定し、赤外線リモコンまたはフロントパネルスイッチからの
起動であると判定した場合、ステップＳ２８に進む。
【００３９】
ステップＳ２８において、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ
３に対して、メモリ１４ａにデータが蓄積されているのか否かを問い合わせる。ステップ
Ｓ２９において、メインマイクロコンピュータ２３は、DSP１４のメモリ１４ａにデータ
が蓄積されているのか否か、すなわち、ステップＳ２８の処理での問い合わせに対して、
HIマイクロコンピュータ３から、データが蓄積されているというレスポンスを受信したの
か否かを判定する。ステップＳ２９において、データが蓄積されていると判定された場合
、ステップＳ３０に進み、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ
３に対して、メモリ１４ａに蓄積されているデータを出力するように設定する。
【００４０】
ステップＳ３１において、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ
３を制御し、DSP１４を介してメモリ１４ａに記憶されているデータ（EMM）を読み出させ
る。ステップＳ３２において、メインマイクロコンピュータ２３は、ステップＳ３１の処
理で読み出されたEMMを個別鍵で復号し、ワーク鍵および契約情報を抽出し、内部のメモ
リに記憶させる。
【００４１】
ステップＳ２７において、赤外線リモコンまたはフロントパネルスイッチからの起動では
ないと判定された場合、すなわち、例えば、コンセントを差してバックエンド部４の電源
が直接オンされた場合、または、ステップＳ２９において、データが蓄積されていないと
判定された場合、ステップＳ３３に進む。
【００４２】
ステップＳ２７，Ｓ２９、または、ステップＳ３２の処理の後、ステップＳ３３において
、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ３を介してDSP１４を制
御し、通常の番組受信処理を行わせる。
【００４３】
ここで、図５のフローチャートを参照して、通常の番組受信処理について説明する。
【００４４】
ステップＳ５１において、DSP１４は、入力されたデジタルデータに対して、PSK復調を行
う。ステップＳ５２において、DSP１４は、ステップＳ５１の処理でPSK復調されたデジタ
ルデータに対して、誤り訂正処理を施す。
【００４５】
ステップＳ５３において、DSP１４は、ステップＳ５１，Ｓ５２の処理でPSK復調および誤
り訂正処理されたMPEG TSをバックエンド部４に出力する。
【００４６】
MPEG TSは、それがスクランブルされていない場合、スイッチ２１の端子ａを介してデマ
ルチプレクサ２４に供給される。一方、MPEG TSは、それがスクランブルされている場合
、スイッチ２１の端子ｂを介してデスクランブラ２２に供給され、スクランブル鍵で復号
され、デマルチプレクサ２４に供給される。
【００４７】
なお、図３に示されるように、MPEG TSのTSパケットヘッダに配置されているTSスクラン
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ブル制御情報を解析すれば、そのMPEG TSパケットがスクランブされているのか否かがわ
かる。また、スクランブル鍵は、メインマイクロコンピュータ２３が、EMMを個別鍵で復
号して得たワーク鍵を用いてECMを復号して得たものである。
【００４８】
デマルチプレクサ２４は、供給されたMPEG TSをデマルチプレクス処理し、ビデオデータ
をビデオデコーダ２５に、オーディオデータをオーディオでコーダ２７に、EMM，ECM、番
組仕様情報データ、番組表データなどをメインマイクロコンピュータ２３に、それぞれ供
給する。ビデオデコーダ２５は、デマルチプレクサ２４より供給されたビデオデータをデ
コード処理し、オンスクリーンディスプレイ回路２６に出力する。オンスクリーンディス
プレイ回路２６は、番組表データを対応する画像データに変換し、ビデオデコーダ２５か
ら供給される画像データに重畳して、得られたビデオ信号を出力する。オーディオデコー
ダ２７は、デマルチプレクサ２４より供給されたオーディオデータをデコード処理して、
得られたオーディオ信号を出力する。その後、処理は、図３のステップＳ３４にリターン
する。
【００４９】
図４のステップＳ３４において、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピ
ュータ３からの指令に基づいて、バックエンド部４の電源オフが指令されたのか否か、す
なわち、ユーザにより、赤外線リモコンまたはフロントパネルスイッチが操作されること
により、受信装置の電源をオフするコマンドがHIマイクロコンピュータ３より送信されて
きたのか否かを判定し、未だ電源のオフが指令されいないと判定した場合、ステップＳ３
３に戻り、通常の受信処理を繰り返す。そして、ステップＳ３４において、電源オフが指
令されたと判定された場合、ステップＳ３５に進む。
【００５０】
ステップＳ２６、またはステップＳ３４の処理の後、ステップＳ３５において、メインマ
イクロコンピュータ２３は、HIマイクロコンピュータ３に対して、次のEMMを待ち受けす
るように設定する。ステップＳ３６において、メインマイクロコンピュータ２３は、HIマ
イクロコンピュータ３に対して、バックエンド部４の電源オフを指令し、処理は、図２の
ステップＳ９にリターンする。
【００５１】
図２のステップＳ９において、HIマイクロコンピュータ３は、メインマイクロコンピュー
タ２３より、バックエンド部４の電源をオフする要求（コマンド）を受信したのか否かを
判定し、未だ電源をオフする要求を受信していないと判定した場合、ステップＳ９におい
て、バックエンド部４の電源をオフする要求を受信したと判定されるまで待機する。そし
て、バックエンド部４の電源をオフする要求が受信されると、ステップＳ１０に進み、HI
マイクロコンピュータ３は、バックエンド部４に供給していた電力の供給を停止し、ステ
ップＳ１に戻り、上述した処理を繰り返す。
【００５２】
以上のように、待機状態（主電源がオフの状態）においては、フロントエンド部２とHIマ
イクロコンピュータ３のみが通電され、DSP１４で自分宛てのEMMが抽出されたとき、HIマ
イクロコンピュータ３によりバックエンド部４の電源がオンされる。これにより、待機電
力を極力低減させることができる。なお、バックエンド部４への電力の供給の停止は、電
力そのものを実際に供給しないようにしてもよいが、クロックの供給を停止することで、
実質的に電力の供給を停止させるようにしてもよい。
【００５３】
また、以上においては、自分宛てのEMMが抽出される毎に、バックエンド部４に起動信号
を送信するようにしたが、本発明はこれに限らず、例えば、メモリ１４ａにEMMを逐次蓄
積し、その容量が所定量を超えたときに、バックエンド部４に起動信号を送信するように
してもよい。
【００５４】
【発明の効果】
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　本発明によれば、低コストで、かつ容易に、待機電力を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した受信装置の一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】待ち受け受信処理を説明するフローチャートである。
【図３】　MPEG TSを説明する図である。
【図４】図２のステップＳ８のメインマイクロコンピュータの起動処理を説明するフロー
チャートである。
【図５】図４のステップＳ３３の通常の番組受信処理を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
１　アンテナ，　２　フロントエンド部，　３　HIマイクロコンピュータ，　４　バック
エンド部，　１１　RFフロントエンド部，　１２　I/Q復調回路，　１３　A/Dコンバータ
，１４　DSP，　２２　デスクランブラ，　２３　メインマイクロコンピュータ，　２４
　デマルチプレクサ，　２５　ビデオデコーダ，　２６　OSD回路，　２７　オーディオ
デコーダ

【図１】 【図２】
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【図５】
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